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2017年度 愛知学院大学経済学部教員業績一覧

葛西正裕 

＜学会発表等＞
（共同）
古川哲也，ランク付集合ラベルデータの分析のための理論的枠組み（第10回データ工学と情
報マネジメントに関するフォーラム （第16回日本データベース学会年次大会））, 2018年３月。

近藤万峰 

＜著書・論文等＞
（共著）
『地方創生のための地域金融機関の役割―金融仲介機能の質向上を目指して―』，中央経済社，
2018。

＜その他＞
（単著 ）
「地域銀行の店舗ネットワークと経営パフォーマンス」，RIETI ディスカッションペーパー　
17-J-045，2017。

（共著）
「地方創生に対する地域金融機関の営業現場の取り組みの現状と課題―2017年・RIETI支店長
アンケートの結果概要―」，RIETI ディスカッションペーパー　17-J-044，2017。

関根佳恵

＜著書・論文等＞
（共著）
石井正子・関根佳恵・市橋秀夫『埼玉大学教養学部・リベラル・アーツ叢書10　バナナとフィ
リピン小規模零細農民―バランゴンバナナ民衆交易の現状と課題』埼玉大学教養学部・大学
院人文社会科学研究科，2018年106頁（担当：関根佳恵「第３章　ミンダナオ島における民衆
交易の事業拡大とその課題―コタバト州マキララ町を事例として―」75-104頁）。

（共著）
新山陽子編『フードシステムと日本農業』NHK出版，2018年，279頁（担当：関根佳恵，第
２章，第８章，第14章，第15章）。
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（Co-authored and Refereed）
Kae Sekine and Alessandro Bonanno. “Chapter 7. Geographical Indication and Resistance in 

Global Agri-food: the Case of Miso in Japan.” Pp. 106-119 in Alessandro Bonanno and Steven 

Wolf （Eds）. 2018. Resistance to the Neoliberal Agri-Food Regime: A Critical Analysis. UK: 

Routledge. Pp. 1-238.
（単著）
関根佳恵「農産物・食品の地理的表示保護制度の意義と課題」『農村と都市をむすぶ』第67巻
第９号，2017年９月，26-34頁。

（共著）
日本婦人団体連合会編『女性白書2017―女性の人権と社会保障―世界と日本』ほるぷ出版，
303頁（担当：関根佳恵「世界における農業女性の今」82-84頁）。

（共著）
上智大学グローバル・コンサーン研究所・国際基督教大学社会科学研究所共編『食と農を支
配するのは誰か？―グローバル化時代における社会運動，民主主義，人権への新たな課題』
上智大学グローバル・コンサーン研究所，2017年，1-135頁（担当：関根佳恵「国連機関が示
す新たな方向性：小規模・家族農業とアグロエコロジー」50-54頁）。

（共著）
新山陽子・関根佳恵「海外の農業経営の状態との比較―農林業センサスの組み替え集計より
―」『農業と経済』第83巻第５号，2017年５月，96-98頁。

＜学会発表等＞
（国内シンポジウム・講演）
関根佳恵「国連『家族農業の10年』と農政のパラダイム転換―小規模・家族農業の可能性―」
NPO法人日本有機農業研究会・NPO法人農都会議共催シンポジウム「農のあり方を考える
～世界の潮流「小規模・家族農業」と日本～」於國學院大學渋谷キャンパス，2018年３月11
日。

（国際シンポジウム・口頭発表・招待有）
Kae Sekine. “Néoliberalisation de la politique agroalimentaire au Japon et contradictions des 

modèles agricoles.” An article présenté au Colloque international FORMAT/Métaprogramme 

GIoFoodS "Coexistence des modèles agricoles et alimentaires, un nouveau paradime du 

développement territorial ?" Organisé par INRA et CIRAD à Agro Paris Tech, Paris, France au 28 
juin 2017 （in French）.

（国際セミナー・口頭発表・招待有）
Сэкинэ Каэ. “Использование наименования места происхождения товара в эпоху 

глобализации- На примере преф. Аити -” По инициативе JICA-Тюбу, филиала JICE-Тюбу 

«Брендинг и маркетинг продукции с использованием региональных ресурсов» （Kae 
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Sekine. “Making Use of Geographical Indications inlobalizing Era: Cases from Aichi Prefecture, 

Japan. ” International Seminar for Branding and Marketing of Local Products. Organized by 

JICA Chubu and JICE Chubu in JICA Chubu, Nagoya, Japan in January 29, 2018. with Russian 

translation）.

Kae Sekine. “Revisiting the Roles of Family Farming in the Context of Human Security.” A 

Special Lecture on Human Security at the Graduate School of Agricultural Science of Tohoku 

University, Sendai, Japan in December 20, 2017.
（学会座長等）
「座長解題：農山村移住と農のある暮らしを考える in奥三河」農業・農協問題研究所・同研
究所東海支部・現地実行委員会共催公開シンポジウム「農山村移住と農のある暮らしを考え
る in奥三河」於愛知県新城市文化会館，2017年11月18日。

＜書評・その他＞
（単著）
「書評：土といのち編集委員会編『土といのち―南国高知発，有機でつながる食と農―』NPO

法人土といのち，2017年」『愛知学院大学経済論叢　経済学研究』第５巻第２号，2018年３
月，39-43頁。

（単著）
「小規模・家族農業ネットワークを立ち上げた」『現代農業』第97巻第３号，農山漁村文化協
会，2018年３月，346-349頁。

（単著）
「ズバリ直言：再訪　国際家族農業年」『農業共済新聞』2018年３月21日付。

（単著）
「ズバリ直言：『家族農業』支援政策を」『農業共済新聞』2018年１月31日付。

（単著）
「ブックガイド：岡田知弘・岩佐和幸編著『現代日本の経済政策』法律文化社，2016年」『村
落社会研究ジャーナル』Webジャーナル（http://rural-studies.jp/bookreview.html），2017年
12月。

（単著）
「始まる，国連の『家族農業の10年間』」『土と健康』第478号，2017年12月，17頁。

（単著）
「巻頭言：採択なるか？国連の『家族農業10年』」『農業・農協問題研究』第64号，2017年11
月，１頁。

（単著）
「一反百姓と小規模・家族農業の交差点」『春秋』第592号，2017年10月，1-3頁。
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田中秀夫 

＜著書・論文等＞
（単著）
「排除から抱擁へ，あるいは急進から穏健，保守へ―イングランド啓蒙思想史への序章」『経
済学研究』５（２） ，愛知学院大学経済学会，2018年3月，１-28頁。

（翻訳・共著）
監訳　ウートラム『啓蒙』, Dorinda Outorum著，法政大学出版局，2017年12月。
監訳　クリストファー・ベリー『スコットランド啓蒙における商業社会の理念』，Christopher 

Berry著，ミネルヴァ書房，2017年９月。
（単著）
「アダム・スミスの学問論」『経済学研究』５（１），愛知学院大学経済学会，2017年９月，
11-42頁。

玉井金五

＜著書・論文＞
（単著）
「座長報告：財源調達と社会政策」，社会政策学会編『社会政策』９巻１号，2017年６月，５-11
頁。

（単著）
「日本における社会保障論の二潮流－源としての高度成長期－」，『経済学研究』５巻２号，
2018年３月，29-38頁。

＜小特集趣旨小文＞
「日本における福祉国家論の再発掘－小特集に寄せて－」，社会政策学会編『社会政策』９巻
２号，2017年11月，5-7頁。

＜学会発表等＞
（国内学会）
社会政策学会第135回全国大会実行委員会委員長，愛知学院大学名城公園キャンパス，2017年
10月28-29日。

（国際会議）
「基調講演：日本社会保障の経済性と社会性－高度成長期の教訓－」第13回日中韓社会保障国
際会議，中国・南京大学，2017年９月16日。
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多和田眞

＜著書・論文等＞
（編著）

Binh Tran-Nam, Makoto Tawada, and Masayuki Okawa, Recent Developments in Normative 

Trade Theory and Welfare Economics, Springer, 2018.
（共著）
１． Makoto Tawada and Ling Qi , Domestic income transfer in an open dual economy, in Recent 

Developments in Normative Trade Theory and Welfare Economics, ed. by Binh Tran-Nam, 

Makoto Tawada, and Masayuki Okawa, Springer, 2018, 177-189.
２． Makoto Tawada and Takeshi Ogawa, A geometric proof of complete specialization in a three-

by- three Ricardian world economy, in Recent Developments in Normative Trade Theory and 

Welfare Economics, ed. by Binh Tran-Nam, Makoto Tawada, and Masayuki Okawa, 

Springer, 2018, 211-217.

＜学会発表等＞
１．  Domestic Income Transfer and Workers' Welfare in a Dual Economy, 25th Pacific 

Conference of RSAI, National Cheng Kong University, Tainan, Taiwan, 2017年 ５月17-20
日。

２． Domestic Income Transfer in an Open Dual Economy, 2018 RSAI World Congress, Birla  

Institute of Technology and Science, Goa, India, 2018年5月29日～6月1日。

二谷（中西）智子

＜著書・論文等＞
（単著）
「健康と医薬」中西聡編『経済社会の歴史－生活からの経済史入門－』名古屋大学出版会，
2017年，148-170頁。

＜学会発表等＞
（国際学会・口頭発表）

“Reshaping the Toyama Patent Medicines of Japan”, 9th International Congress on Traditional 

Asian Medicines, August 8, 2017 at University of Kiel (Kiel, Germany).

（国内研究会）
「近現代における富山売薬業の変容」（報告），京都大学人文科学研究所「東西知識交流と自国
化－汎アジア科学文化論」研究会，京都大学，2018年２月11日。
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＜社会における活動＞
富岡製糸場女性労働環境等研究委員会委員，2017/08～。

古田　学

＜学会発表等＞
（単独）
「貿易自由化が男女間賃金格差へ与える影響 : インド製造業における個票データを用いて」，
日本政策学会第16回国際会議，2017年11月５日。

吉田文和

＜著書・論文等＞
（単著）
『スマートフォンの環境経済学』，日本評論社，2017年８月。

（単著）
「ドイツのエネルギー大転換ーエネルギー政策の日独比較」，日本の科学者 52（８），本の泉
社，2017年８月，34-39頁。

渡邉隆俊

＜著書・論文等＞
（共著）
「東アジア貿易の構造的変移」，渡邉隆俊・岡田義昭，『地域分析』第56巻（2・3合併号），愛
知学院大学産業研究所，2018年3月，1-29頁。

＜学会発表等＞
（単独）
「名古屋ベイエリア開発に関する数量分析」，平成29年度日本港湾経済学会中部部会研究報告
会，名古屋港管理組合本庁舎，2017年8月。


